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［
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議
（
書
面
）
確
認
］

2
0
2
0
年
3
月
3
日

⑴�

開
催
日
：
2
0
2
0
年
6
月
12
日
（
金
）

11
：
00
～
16
：
00

⑵�

議
長
は
定
期
総
会
に
準
じ
、
ブ
ロ
ッ
ク
順

と
し
ま
す
。
今
年
度
は
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
、

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選
任
し
ま
す
（
う
ち

最
低
1
名
は
女
性
と
し
ま
す
）

⑶�

主
な
協
議
題
は
、
①
2
0
1
9
年
度
決
算

案
、
2
0
2
0
年
度
予
算
案
の
審
議
、
承

認
②
2
0
1
9
年
度
定
期
総
会
決
定

『
2
0
1
9
年
度
活
動
方
針
』
に
基
づ
く

『
当
面
の
活
動
に
つ
い
て
』
の
確
認
と
し

ま
す
。

⑷�

会
議
の
構
成
は
、
各
単
会
代
表
者
1
名
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
代
表
者
1
名
と
し
ま
す
。

単
会
代
表
者
会
議
へ
の
女
性
の
積
極
的
な

参
加
を
求
め
ま
す
。

⑸
会
議
の
日
程

①�

定
期
総
会
に
準
じ
ま
す
。
②
来
賓
を
招

聘
し
ま
す
。
③
2
0
1
9
年
度
「
経
過

報
告
」、2
0
2
0
年
度「
当
面
の
活
動
」

を
一
括
提
起
し
、
そ
れ
に
対
す
る
質
疑

討
論
も
一
括
行
い
ま
す
。
④
2
0
1
9

年
度
決
算
、
2
0
2
0
年
度
予
算
は

2
0
1
9
年
度
第
2
回
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

者
会
議
（
書
面
）
の
確
認
に
よ
り
、
決

議
事
項
と
し
ま
す
。

⑹
「�

2
0
1
9
年
度
経
過
報
告
、
2
0
2
0

年
度
当
面
の
活
動
」
案
に
つ
い
て
は
原

案
を
5
月
連
休
明
け
に　

各
単
会
宛
送

付
し
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
、
役
員

に
は
草
案
を
4
月
中
旬
に
送
付
し
、
そ

れ
ぞ
れ
検
討
い
た
だ
き
、
当
日
提
案
す

る
協
議
題
（
案
）
に
反
映
し
ま
す
。

2
0
2
0
年
度
の
組
織
代
表
者
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

2020年は、「組織代表者会議」です。
� 定期総会は、隔年開催です。
日退教は、昨年6月7日の第48回総会において、「定期総会の隔年開催」を
決定しました。その結果、活動方針は2年ごとに決定しますが、決算・予算
は毎年の承認・決定が必要となることから、新たに設置する「組織代表者会議」
の権能を整理し、必要な会則改定になりますが、2020年度は下記のとおり、
ブロック代表者会議の確認に基づき開催します。

2019年度活動方針
５．組織の拡大、強化のとりくみ
９）日退教運動の拡がりと財政状況を踏まえ、組織・財政を見直します。

① 定期総会は隔年開催とし、定期総会を開催しない年は、組織代表者会議を開催し、
当面の活動を確認します。組織代表者会議の構成は、各単会１（組織代表者）、ブロッ
ク女性代表者各ブロック１とします。

6月12日㈮11:00～

な
お
、
こ
れ
ら
は
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会

議
（
3
月
3
日　

書
面
）
段
階
で
の
決
定

で
す
が
、
新
型
ウ
ィ
ル
ス
の
関
係
で
開
催

す
る
か
ど
う
か
を
含
め
、
4
月
下
旬
に
連

絡
を
し
ま
す
。
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w
a
m
っ
て
何
？

1
月
30
日
、
日
退
教
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
部
会
の
「
w
a
m
見
学
会
」
に
参
加

し
ま
し
た
。
w
a
m
（
ア
ク
テ
ィ
ブ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
女
た
ち
の
戦
争
と
平

和
資
料
館
」）
は
、「
日
本
軍
性
奴
隷
制

の
責
任
者
を
裁
く
」
た
め
に
東
京
で
開

催
さ
れ
た
「
女
性
国
際
戦
犯
法
廷
」
を

主
導
し
た
故
松
井
や
よ
り
さ
ん
の
遺
志

を
受
け
継
ぎ
、
2
0
0
5
年
西
早
稲
田

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
①
ジ
ェ
ン

ダ
ー
正
義
の
視
点
で
戦
時
性
暴
力
に
焦

点
を
あ
て
、
②
被
害
と
同
時
に
加
害
責

任
を
明
確
に
、
③
平
和
と
非
暴
力
の
活

動
の
拠
点
を
目
指
し
、
④
民
衆
運
動
と

し
て
、
⑤
国
境
を
越
え
た
連
帯
活
動
を

推
進
す
る
と
い
う
5
つ
の
基
本
理
念
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
（
w
a
m
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
よ
り
）。
私
は
運
営
に
携
わ
る

友
人
が
い
た
こ
と
も
あ
り
、
当
初
よ
り

会
員
で
し
た
が
、
来
館
す
る
た
び
に
入

口
の
元
「
慰
安
婦
」
た
ち
の
写
真
に
白

い
バ
ラ
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
ま
ず
胸

を
う
た
れ
ま
す
。
今
回
は
、
た
く
さ
ん

の
写
真
の
中
か
ら
、
2
0
1
9
年
10
月

の
日
退
教
の
韓
国
ツ
ア
ー
「
ナ
ヌ
ム
の

家
」
訪
問
で
お
会
い
し
て
、
証
言
を
聞

い
た
イ
・
オ
ク
ス
ン
さ
ん
の
写
真
と
再

会
し
ま
し
た
。

日
本
軍
慰
安
所
マ
ッ
プ
―
ぜ
ひ
ア
ク
セ

ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い

w
a
m
で
は
、「
日
本
軍
慰
安
所
マ
ッ

プ
」
の
更
新
を
行
い
、
昨
年
12
月
ウ
エ

ブ
上
（
w
a
m
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
で

公
開
し
ま
し
た
。
今
回
の
ア
ッ
プ
デ
イ

ト
作
業
で
は
、「
日
本
軍
性
奴
隷
制
」

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
資

料
・
証
言
そ
の
他
、
根
拠
の
明
ら
か
な

「
日
本
軍
の
設
置
・
関
与
し
た
慰
安
所
」

に
絞
っ
て
地
図
上
に
落
と
し
ま
し
た
。

ま
ず
慰
安
所
の
存
在
を
示
す
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
の
大
き
な
地
図
。
日
本
軍
の

侵
略
地
域
の
広
が
り
と
、
そ
の
先
々
で

慰
安
所
を
設
置
し
て
い
っ
た
様
子
が
わ

か
り
ま
す
。
地
図
上
の
国
名
を
ク
リ
ッ

ク
す
る
と
、
そ
の
国
に
日
本
軍
が
設
置

し
た
慰
安
所
に
関
す
る
出
典
デ
ー
タ
資

料
が
出
て
き
ま
す
。
学
問
的
に
も
吟
味

さ
れ
た
典
拠
を
示
し
、
研
究
資
料
と
し

て
、
教
材
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
可

能
に
し
た
マ
ッ
プ
公
開
の
意
義
は
大
き

い
で
す
。
軍
の
関
与
が
な
か
っ
た
と

思
っ
て
い
る
人
た
ち
こ
そ
、
ぜ
ひ
ア
ク

セ
ス
し
て
、
国
ご
と
の
デ
ー
タ
ま
で
見

て
い
た
だ
き
た
い
。

「
朝
鮮
人
『
慰
安
婦
』
の
声
を
き
く
―

日
本
の
植
民
地
支
配
の
責
任
を
果
た
す

た
め
に
」

特
別
展
示
の
中
心
は
1
8
3
名
の
ハ

ル
モ
ニ
の
「
声
」
の
パ
ネ
ル
で
す
。
パ

ネ
ル
に
は
一
人
ひ
と
り
の
生
い
立
ち
、

「
慰
安
婦
」
に
さ
れ
た
き
っ
か
け
や
被

害
、
戦
後
の
様
子
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

5
0
0
字
以
内
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ど
の
記
述
も
丁
寧
に
典
拠
が
つ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
名
前
を
持
つ
一
人
一

人
の
「
被
害
」
を
歴
史
の
証
言
と
し
て
、

正
確
に
リ
ア
ル
に
残
さ
ね
ば
と
い
う
ス

タ
ッ
フ
の
丁
寧
な
作
業
と
思
い
を
感
じ

ま
す
。
そ
し
て
ど
の
パ
ネ
ル
か
ら
も
凄

惨
な
「
慰
安
婦
」
と
し
て
の
被
害
は
勿

論
、
困
難
な
戦
後
を
生
き
抜
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
ハ
ル
モ
ニ
た
ち
の
怒

り
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

「
慰
安
婦
」
の
一
人
ひ
と
り
と
出
会
い

直
し
、
向
き
合
う
こ
と
を
w
a
m
の
空

間
は
迫
り
ま
す
。

別
コ
ー
ナ
ー
の「
日
本
の
朝
鮮
侵
略
・

植
民
地
支
配
と
日
本
軍
『
慰
安
婦
』
制

度
」「
朝
鮮
の
女
性
た
ち
の
闘
い
」
の

展
示
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
コ
ン
パ
ク

ト
に
的
確
に
日
本
が
植
民
地
支
配
責
任

を
果
た
す
た
め
に
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
何

か
を
考
え
抜
い
た
展
示
と
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
女
性
た
ち
が
、
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
の
加
害
責
任
、
韓
国
の
基
地
で
の

性
被
害
に
向
き
あ
う
姿
も
胸
に
迫
り
ま

す
。
4
月
刊
行
と
い
う
展
示
の
カ
タ
ロ

グ
が
待
ち
望
ま
れ
ま
す
。

（
神
奈
川
高
教
組
シ
ニ
ア
運
動　

�

樋
浦
敬
子
）

wam見学会に参加して
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北
海
道
：�

年
１
回
女
性
代
表
者
の
会
を
行
い
、
24
退
教
の

状
況
や
取
り
組
み
交
流
を
し
、
つ
な
が
り
を
深

め
て
い
る
。
退
職
者
連
合
の
副
会
長
に
、
今
年

初
め
て
日
退
教
の
女
性
が
な
っ
た
。

東
北
：�

宮
城
県
教
組
の
行
事
に
は
日
退
教
と
退
女
教
が
共

に
参
加
し
て
い
る
。
現
役
は
2
年
前
ま
で
女
性
委

員
長
だ
っ
た
し
、
女
性
組
合
員
の
ほ
う
が
多
数
で

活
躍
し
て
い
る
。

関
東
：�

役
員
中
女
性
は
2
人
。
男
性
に
と
っ
て
介
護
は
他

人
事
だ
け
ど
、
私
は
母
の
介
護
を
し
て
い
る
現
実

を
、
女
性
た
ち
と
交
流
し
た
い
。

北
陸
：�

年
１
回
の
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
が
や
っ
と
で
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
に
取
り
組
め
て
い
な
い
。
新
潟
・
福
井

は
退
女
教
と
合
同
で
う
ま
く
い
っ
て
い
る
。
富
山

は
女
性
が
３
名
な
の
で
、
役
員
に
入
っ
て
も
ら
い

た
い
が
、
難
し
い
。

東
海
：�

愛
知
退
連
は
女
性
3
名
が
副
会
長
と
い
う
こ
と
が
、

定
着
し
て
い
る
。
地
域
の
活
動
で
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
や
人
権
の
講
演
会
が
増
え
て
い
る
。

L
G
B
T
当
事
者
が
講
演
し
て
い
る
。
性
別
の
欄

を
空
欄
に
し
て
、
自
分
で
書
い
て
も
ら
う
取
り
組

み
も
あ
る
。

近
畿
：�

ほ
と
ん
ど
が
統
合
県
。
奈
良
は
女
人
禁
制
の
大
峰

山
の
学
習
を
退
女
教
が
行
っ
た
。
滋
賀
は
会
長
も

事
務
局
長
も
女
性
。
男
性
も
含
め
て
「
お
り
は
な

の
講
習
」
や
野
党
共
闘
候
補
選
挙
を
頑
張
っ
た
。

男
性
と
は
張
り
合
わ
ず
に
、
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と

が
必
要
。

中
国
：�

11
月
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
（
県
5
＋
高
2
）
に
初
め
て

女
性
２
名
が
参
加
し
た
。
山
口
の
副
会
長
・
広
島

高
の
事
務
局
長
だ
っ
た
。
岡
山
・
広
島
・
鳥
取
で

は
退
女
教
が
頑
張
っ
て
い
る
。
広
島
高
の
取
り
組

み
を
紹
介
す
る
。（
資
料
）

四
国
：�
愛
媛
は
会
員
が
3
～
40
名
と
少
な
く
、
高
齢
の
人

が
多
い
の
で
役
員
へ
の
お
願
い
も
難
し
い
。

高
知
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
取
り
組
み
が
あ
る
。

退
女
教
に
は
、
日
教
組
も
含
め
て
、
男
が
役
員
を

と
っ
て
し
ま
い
、
女
が
隅
に
お
い
や
ら
れ
る
こ
と

へ
の
批
判
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

九
州
：�

鹿
児
島
・
長
崎
は
退
女
教
。
大
分
は
両
方
の
活
動

を
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
会
費
が
あ
る
の
で
、

一
緒
に
な
っ
て
く
れ
る
と
あ
り
が
た
い
。
3
月
の

ブ
ロ
ッ
ク
総
会
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
具
体
的
な

取
り
組
み
を
し
よ
う
と
思
う
。

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、
退
女
教
と
の
一
緒
の
活
動

が
難
し
い
こ
と
や
、
学
校
現
場
で
の
外
国
人
生
徒
の
教
育

の
困
難
さ
や
、
単
会
の
議
案
書
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
は

い
っ
て
い
る
か
調
査
を
！
な
ど
の
意
見
・
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。

次
に
日
退
教
の
組
織
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
状
況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
総
会
女
性
代
議
員
の

数
は
、
91
名
中
15
名
と
昨
年
よ
り
2
名
減
っ
て
い
ま
す
が
、

組
織
活
動
交
流
集
会
へ
の
レ
ポ
ー
ト
提
出
や
参
加
は
増
え

て
い
ま
す
。
集
会
に
女
性
が
参
加
し
、
意
見
を
言
う
と
い

う
こ
と
が
少
し
ず
つ
実
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
女
性
役

員
は
6
単
会
増
え
43
単
会
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
女
性

の
会
長
・
事
務
局
長
も
6
単
会
増
え
ま
し
た
。
し
か
し
女

性
役
員
が
い
な
い
単
会
も
昨
年
と
ほ
ぼ
同
じ
18
単
会
で
し

た
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
方
針
に
し
て
い
る
の
は
15
単
会

で
し
た
。

最
後
に
、
I
L
O
条
約
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
規
制
法
の
問

題
点
を
学
習
し
ま
し
た
。
国
内
法
の
問
題
点
は
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
禁
止
し
て
い
な
い
こ
と
、
対
象
を
職
場
に
限
定

し
て
い
る
た
め
、
弱
い
立
場
の
就
活
生
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

の
人
た
ち
へ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
、
野
放
し
に
な
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
で
す
。

日
退
教
で
は
、
12
月
厚
労
省
パ
ワ
ハ
ラ
指
針
案
に
対
し

て
、
上
記
の
批
判
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
し
て
送
付

し
ま
し
た
。

新
年
に
な
っ
て
、
愛
媛
退
教
と
埼
玉
退
教
の
ニ
ュ
ー
ス

に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
委
員
会
と
性
暴
力
学
習
会
の
報
告
が

掲
載
さ
れ
た
と
の
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

単
会
ニ
ュ
ー
ス
等
に
学
習
会
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
日
退
教
ま
で
メ
ー
ル
等
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

２
０
１
９
年
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
委
員
会
報
告

�

報
告　
本
村
富
美
子

2
0
1
9
年
12
月
5
日
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
委
員
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
国
の
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
部
会
、
組
織
部
会
な
ど
17
単
会
21
名
の
参
加
で
し
た
。
最
初
に
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
「
状
況
報
告
」
が
あ
り
ま
し
た
。



（4）

2
0
1
9
年
度
も
、
全
国
各
地
で
安
倍
内
閣
の
改

憲
反
対
闘
争
、
沖
縄
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
闘
争
、

脱
原
発
闘
争
、
I
R
反
対
闘
争
そ
し
て
桜
を
見
る
会

疑
惑
究
明
闘
争
な
ど
、
運
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
る
と
み
ら
れ
る

台
風
や
豪
雨
が
各
地
を
襲
い
、
大
き
な
被
害
を
起
こ

し
ま
し
た
。

日
退
教
は
、
第
48
回
総
会
で
カ
ン
パ
を
お
願
い
し

ま
し
た
が
、
中
間
報
告
を
し
ま
す
。
な
お
、
集
約
が

翌
年
度
に
な
る
単
会
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
、
翌

年
度
会
計
に
報
告
を
し
ま
す
。

当
面
、
組
織
代
表
者
会
議
（
6
月
12
日
）
で
報
告

が
で
き
る
よ
う
に
、
未
納
の
単
会
は
5
月
末
ま
で
に

納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

2
0
2
0
年
3
月
23
日
現
在

「
領
土
」
パ
ン
フ
も
、
昨
年
の
第
48
回
総
会
で
決

定
し
て
い
ま
す
。
3
月
現
在
、
ま
だ
半
数
の
単
会
か

ら
申
し
込
み
が
あ
り
ま
せ
ん
。
是
非
、
組
織
代
表
者

会
議
ま
で
に
、
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

2019闘争カンパ
納入単会 金額

25単会 150万円

台風15号・19号支援カンパ
納入単会 金額

36単会 204万円

パンフレット申込み
単会数 冊数

27単会 617部

台風被害見舞金支払い
岩　手 32万円

宮　城 4万円

千　葉 8万円

静　岡 10万円

佐　賀 22万円

長　崎 2万円

千葉高 14万円

茨　城 10万円

福　島 70万円

◆ 

編
集
後
記 

◆

コ
ロ
ナ
一
辺
倒
の
日
々
で
あ
る
。
人
び
と
の
不
安

は
増
す
が
、
マ
ス
ク
も
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
も
手
に

入
ら
ず
、
一
時
期
は
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
さ
え
も

店
先
か
ら
消
え
た
。
そ
ん
な
中
、
安
倍
首
相
が
突
如
、

全
国
の
小
・
中
・
高
・
特
別
支
援
学
校
に
一
斉
休
校

の
要
請
を
し
た
の
が
２
月
27
日
、
対
策
が
後
手
後
手

だ
と
批
判
さ
れ
、〝
や
っ
て
る
感
〟
の
ア
ピ
ー
ル
と

受
け
止
め
た
人
も
多
か
っ
た
と
思
う
が
、
世
の
中
は

一
気
に
自
粛
ム
ー
ド
へ
と
向
か
っ
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
中
止
が
相
次
ぎ
、
店
舗
・
宿
泊
施
設

で
は
客
が
激
減
し
て
い
る
。
経
済
活
動
の
停
滞
に
伴

い
中
小
企
業
の
経
営
者
は
資
金
繰
り
に
追
わ
れ
、
自

宅
待
機
を
命
じ
ら
れ
た
労
働
者
、
就
職
内
定
を
取
り

消
さ
れ
た
大
学
生
ま
で
出
る
始
末
。
中
で
も
非
正
規

雇
用
の
労
働
者
や
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
、
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
な
ど
は
生
活
苦
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う

い
っ
た
人
び
と
へ
の
有
効
な
支
援
は
見
え
て
こ
な
い
。

連
日
、
海
外
で
の
感
染
者
の
拡
大
が
報
じ
ら
れ
て

い
る
が
、
日
本
で
は
患
者
数
を
増
や
さ
な
い
た
め
か
、

多
く
の
人
が
望
ん
で
い
る
P
C
R
検
査
が
抑
え
ら
れ

て
い
る
。
３
月
19
日
、
専
門
家
会
議
は
、
国
内
の
感

染
は
一
定
程
度
抑
え
ら
れ
て
い
る
が
「
オ
ー
バ
ー

シ
ュ
ー
ト
」（
爆
発
的
な
患
者
急
増
）
の
警
戒
が
必

要
と
い
う
訳
の
わ
か
ら
な
い
見
解
を
出
し
て
い
る
。

そ
れ
も
こ
れ
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
「
完
全
な
形
」
で

実
施
し
た
い
政
府
の
意
向
と
考
え
れ
ば
筋
が
通
る
。

強
行
の
あ
げ
く
無
観
客
試
合
ど
こ
ろ
か
〝
無
ア
ス

リ
ー
ト
競
技
〟
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
か
と
危
惧
し

て
い
る
。�

（
M
）
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カ
ン
パ
、「
領
土
」
パ
ン
フ
の
中
間
報
告


